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T-2588の 産婦人科領域における臨床応用

松 田 静 治 ・柏 倉 高 ・鈴 木 正 明

順天堂大学童婦人科

江東病院産婦人科

新 しいセフ ェム系 の経 口抗 生剤T-2588に ついて産婦入科領域感染症 に対す る臨床応用 を行なっ

た。対象疾患 は性器感染症 で,子 宮内膜炎兼子宮付属器炎1例,淋 菌性頸管炎1例,パ ル トリン腺

膿瘍6例,外 陰部膿瘍2例 の計10例 に使用 し全例有効であ った。 さらに分離菌(起 炎菌)の 細菌

学的効果 も全例有効であ った。

T-2588は 富山化学工業(株)で 開発されたcephem

系 経 口抗 生剤 であ りFig.1の 化学構造式 を 有 し,腸 管

か ら吸収 され,エ ステ ラーゼによ り加 水分解 を受け,抗

菌 活性を有す るT-2525と な るprodrugで ある。

本剤は広い抗菌 スペ ク トルを有 し,特 に従来 の経 口剤

では感受性を示 さ ないIndole陽 性Proteus, Entero-

bacter, Serratiaお よびBacteroides fragilisに も感

受 性を示 すことが注 目され る。 また,β-lactamaseに 安

定 であることも本剤の特長の一つである。

以上 のことか ら性器感染症に対す る有用性が期待され

た ので本剤 の産婦人科領域 におけ る臨床応用を試みた。

以 下,そ の成績を報 告す る。

I. 臨 床 成 績

T-2588を 産婦人科領域の臨床応用 として,中 等症 ま

で の子宮 内感染症,外 性器感染症 の計10例 に使用 した。

投 与方法は1日 量200～300mgを2～3回 に分けて経

P投 与 し,投 与期間 は4～7日 である。

効果判定基準は,著 効 ・有効 ・無効の3段 階 とし,本

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525
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剤投与 によ り主要 自 ・他覚所 見が3日 以内に消失 したも

のを著効(〓),主 要 自 ・他覚所 見が3日 以内に改善 し,

その後治癒 した場合 を有効(+)と し,3日 以内に改善

の徴候が認 め られ ないものを無効(一)と した。

1.子 宮内感染(Table1)

本剤を2例 に使用 した。すなわち症 例1,2の 子宮内膜

炎兼左子宮付属器炎 と頸管炎 であ る。

症例1は,下 腹部痛 を主訴 に来院。内診所見等により

上記診断 のもと,本 剤朝 ・夕1回100mgず つ1日200

mgを5日 間内服投与 した。 本剤投与 により下腹部痛,

子宮体部圧痛,左 付属器抵抗圧痛が軽減 し,ま た白血球

数9,200か ら6,000,CRP(〓)か ら(-)と な った

ため臨床的に有 効 と判定 した。また来院時子宮内分泌液

の細菌培養に よりE.celiとStreptococcus sp.が 検出さ

れたが,投 与後 の細菌培養は陰性 であった。

症例2は,配 偶者が淋疾 治療中 の患者で,頸 管内分泌

物 の細菌培養 によ り,N.gonorrboeaeを 検出。 本剤1

回100mg1日3回6日 間 の投与を行 なった ところ膿性

帯下は漸次消失 し,6日 後 の検査 で本菌 は認 め ら れ ず

(培養陰性),よ って有効 と判定 した。

2. 外性器感染(Table1)

8例 に本剤 を投与 したが,内 訳は症例3か ら8ま では

パル トリン腺膿瘍,症 例9と10は 外陰部膿瘍である。

いずれも外陰部 の発赤 ・腫張 ・疼痛を主訴 として来院 し

た。 起炎菌 はSomu, S.eptidermtidis, Streptococcus

sp., Klebsiella sp.,Peptococcics, Bacteroidesな どで,

4例 か ら複数菌が分離された。成績は全例が本剤投与 と

切 開の併用 によ り自他覚症状 の改善をみ,菌 の消失も確

認 され,有 効 と判定 した。 なお,投 与方法 は1日200～

300mgを 分2あ るいは分3で4～7日 間 内服投与 した。

3. 臨床成績の総括

以上 の成績を まとめたのがTable2で ある。子宮内感

染2例(頸 管炎含む),パ ル トリン腺膿瘍6例,外 陰部

膿瘍2例 の計10例 の うち処置(切 開)を 併用 した例が
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Table 2 Summary of clinical effect after T-2588 administratior

Table 3 Laboratory findings

多 いため著効例はなか ったが,全 例有効であ った。また,

細菌学的効果をみ ると,単 独感染5例,複 数菌 感染5例

のすぺてが有効で細菌消失効果が認 められた。起炎菌 と

して分離 されたのは,グ ラム陽性菌 と しては Saureus,

S. epidermidis, Streptococcus, Corynebacterium であ

り,グ ラム陰性菌 としては E. coli, Klebsiella sp., N.

gonorrhoeae,嫌 気 性 菌 では Bacteroides, Peptococcus

であった。

4. 副作用

本剤 の経 口投与 に よると思われる 自 ・他覚的副作用 お

よび臨床検査値異常は認め られなかった。Table 3に 本

剤 を使用 した10例 の臨床検査値の 一覧 を示 した。

II. 考 案

近年,注 射用cephem系 抗生剤 の開発 は著 しい もの

が あ り,多 くの新薬が登場 しているが,経 口セフェム剤

については,抗 菌力,吸 排 などの面で 目新 しいものが少

ない現状 である。今回開発 されたT-2588は,抗 菌力,

抗菌 スペク トルにおいて従来 の経 口抗生剤 を凌 ぐもので

あ り,ま た β-lactamaseに も安定である。本剤 は経 口投

与 後の吸収 率が30%で,従 来 の経 口剤に劣るが,そ の

抗 菌 力 は30%の 吸 収 で も十 分 に臨 床 効果 が 期待 され る

もの で あ る。 特 に グ ラ ム陰 性 菌 に対 す る抗 菌 力 が優れ て

お り,従 来 耐 性 で あ ったEnterobaCter, S.morcescens,

Indole (+) Proteusに も感 受 性 を 有 す る こ とが特徴 で

あ る。 ま た,Peptococcus, Peptostreptococcusに 対 して

もampicillin (ABPC)と 同程 度 の抗 菌 力 を有 す る1)。

我 々 は い ま まで 経 口抗 生剤 の産 婦 人科 領 域 感染 症 の臨

床 応 用 と してcefadroxil (CDX)2), cefaclor (CCL)3),

bacampicillin (BAPC)4)に つ い て検 討 を行 な って来た

が,そ の際 の投 与 量 は そ れ ぞ れ1日0,75～1.59, 0.75

g,1.0gで あ り,有 効 率 は87.5%, 88.2%, 75.9%で

あ った 。 今 回T-2588を 性 器 感 染 症10例 に使用 した

が,症 例 数 で は各 剤 に差 が あ り,一 概 に比 較 で きな いが

本 剤1日200～300mgの 投 与 で全 例 有 効 で あ った。 ま

た起 炎 菌 に つ い て も本 剤 投 与 後 に10例 の全 例 に菌 の消

失 を認 め た 。 この こ とは,本 剤 の 強 い抗 菌 力 と良好 な病

巣 へ の移 行 性 を 裏 づ け る も の と考 え られ る。 また,本 剤

は食 後 投 与 の方 が 空腹 時 よ りも,わ ず か で あ るが皿 中濃

度 が高 い とい う報 告 の た め1),す ぺ て食 後 投 与 と しtc。

結 局,本 剤 は 経 口セ フ ェム剤 と して の 性質 上 軽度,中
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等度の性器感染症が主な治療対象と考えられるが,有 効

性,安全性の面からも産婦人科領域の性器感染症に対`

し,有用な薬剤と考えられる。
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CLINICAL STUDIES OF T-2588 IN THE FIELD OF 

OBSTETRICS AND GYNECOLOGY 

SIMI MATSUDA, TAKASHI KASHIWAGURA and MASAAKI SUZUKI 

Department of Obstetrics and Gynecology, Juntendo University, School of Medicine 

Department of Obstetrics and Gynecology, Koto Hospital

T-2588, a new oral cephem antibacterial agent, was evaluated clinically in the field of obstetrics 

and gynecology and the following results were obtained. 

Two patients with intra-uterine infection and 8 patients with external genital infection were 

treated with T-2588 at daily dose of 200 mg•`300 mg for 4•`7 days. The effective rate was 100% 

and noside effect was observed.


